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合回路網で全活動度- 興奮 しているキューロン数- が脳波に似た振動をする)があ




curie 点以下でエルゴー ド性がな りたっかどうかにっいて検討することを要請する｡
というように,神経系の研究はある物理系の研究 と理論的には関連 した問題 を含んやい
て.この事情は時間的ランダムにっいての研究でも同じである｡ここでは時間的ラシダ
ム系にっいて物理の常識的システムが有効な面を述べる｡
神経信号は細胞体の興奮 (0- 1-)非興奮 (0- 0)であり,その信号は細胞体電位
が闘値 (T)を越えるかどうかできまるがノ,みかけの細胞体電位は.他の細胞体か らの
神経軸索が接合する㌢ナブスの電位から閉値を引いたものである｡シナプス電位はパル
ス信号の到着で立上 り減衰するのに数 msecかかる｡それ故.ある量子時間 〔通常 1
msecにとられる)ではかって,その数倍以内に 2つの信号が到着するとそれらのシナ








カップ リングで起 る )それは形式的に閉値 と同様の効果 を持たらす｡それ故神経電位は.
振動数 1./△tの高周波成分 と レ△tの高周波成分 とレ△t以下の低周波成分 とにわけら
れ.それちが Oの変動 〔集合平均 <o〉が議論 される )にどのような効果 を持たらすか
は.雑音 (とりわけランダムな高周波成分 )のある系での磁化のふるまいを見る問題 と
類似の現象を呈する｡閉値 Tとランダムな高周波成分△Tからつくられる～T三 T-
く△1) を定義すると. くけ>は次の式に従 う｡
N .}









系の環境 を決定する△Tの変化に対するくけ> を調べる｡図 1の Stage･ⅠとStage
l.:■コ
皿のみからなるシステム (物理では恒温槽中の磁性体 )でまず調べるOその結果.T











で･図 1の Stage'Ⅰ,Ⅱの他に出力 (StageⅡ)の平均が△Tにアイ- ドバックされる
′■′
系 (T-T-CN< o(t)>)がある. このヱデルを式t27で解析 した結果 (StageI
で近距離興奮性.遠距離抑制性,結合密度は距離の指数的減衰,分子場近似 )視覚系の
Flicker-FusionのKelleyの心理実験をよく説明しうる〔Flicker-Fusion:
眼に明るさの振動する光 (Flicker 光 )を与えたとき,それが振動して見えるかどう
かの境界条件は光の時間平均明るさと周波数できまる )｡筆者は.StageI;外Pfl膝状
体,StageI;皮質領野, StageⅡ;中脳毛様体 と予想 している｡図 1の StageI























阪大理 塚 本 吉 彦
紙数 も限られているので,鋳型のエントロピー と媒液のエントロピーの関数形を導出
する部分を記述するに止めたい｡
核酸および蛋白質合成反応は鎖の開始,伸長.終端の三相に大別される｡鎖伸長相で
は合成部位が鋳型上を一段階ずつ位置移動するにともなって,鋳型単量体に相補的に対
応する基質単量体が種別され,続く一連の重合過程によって付加される.これらの合成
反応において遺伝的符号の読み取 りが行なわれる機構にっいて.現在次のような過程を
想定しうるであろう｡まず,合成の場の吸着部位に基質単量体が衝突 し,相補性の判別
のために接触する｡塩基符号以外の部位で吸着が行なわれると考えるのが適当であろう｡
次に,その基質単量体が鋳型単量体に対して相補的な場合にはlそれはさらに強 く吸着
されて後続の重合反応が進むが,他方,非相補的な場合には,その基質単量体は吸着部
位から離脱 していく｡非相補的な基質単量体が判別のために吸着部位を占有 している期
間には.相補的な基質単量体が衝突 してもはねかえされて吸着部位に到達できないから,
いわば類似物による可逆的括抗阻害が起る｡ 合成の場の吸着部位に到達できる衝突のみ
が選択のための接触が行なわれる実効衝突である｡
通信工学においては,通報を二元符号の時系列に変換 して伝送するが,その場合の個
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